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不
公
平
感
の
な
い
地
域
振
興
策
を

安
心
で
き
る
市
民
生
活
を

二 村 勝 己 議 員

16　番

中 島 新 吾 議 員
12　番

（日本共産党）

観
光
対
策
に
つ
い
て

①
岩
屋
ダ
ム
湖
の
活
用

◆
観
光
商
工
部
長

　

湖
面
利
用
す
る
た
め
、
中
部
電
力
や

水
資
源
機
構
と
検
討
中
で
す
。
詳
細
な

ル
ー
ル
づ
く
り
が
で
き
次
第
、
河
川
管

理
者
と
協
議
を
し
ま
す
。
観
光
計
画
馬

瀬
実
行
委
員
会
で
も
協
議
し
た
い
。

②
遊
漁
者
は
観
光
客
な
の
で
、
漁
業
組
合

を
観
光
商
工
部
の
所
管
と
す
べ
き
で
は

◆
農
林
部
長

　

県
の
水
産
振
興
室
は
農
政
部
に
属
し

て
い
る
の
で
、
農
林
部
所
管
と
し
た
ほ

う
が
県
と
の
連
携
が
取
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
３
つ
の
漁
協
や
観

光
商
工
部
な
ど
と
連
携
し
、
豊
か
な
自

然
や
清
流
の
維
持
な
ど
に
努
め
た
い
。

市
庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て

①
い
つ
を
目
処
に
し
て
い
る
の
か
。

◆
市　

長

　

現
庁
舎
に
耐
震
性
が
無
い
こ
と
、
業

務
遂
行
の
非
効
率
な
ど
問
題
が
多
く
、

一
本
化
を
進
め
た
い
。
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
な
い
段
階
で
、
市
民

の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

②
庁
舎
建
設
に
は
広
大
な
土
地
、
費
用
、

利
便
が
必
要
で
あ
り
、
他
の
施
設
を
借

り
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

◆
市　

長

　

現
在
ど
こ
に
建
て
る
か
も
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
財
政
負
担
が
ど
の
程
度

に
な
る
の
か
は
示
せ
な
い
段
階
で
す
。

意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
、
公
正
な
選
挙
執
行

の
継
続
を
目
指
し
て
、
ど
う
見
直
す
べ

き
か
協
議
し
ま
す
。
見
直
し
た
点
を
再

度
市
民
に
返
し
て
、
次
の
選
挙
に
つ
な

げ
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
反
対
を　

①
市
長
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に

対
す
る
考
え
方
を
問
う
。

◆
市　

長

　

市
は
市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
責

務
な
の
で
、
脱
原
発
で
す
。
国
に
は
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
、
国
民
生
活

を
守
る
方
向
性
を
出
し
て
欲
し
い
。

②
美
濃
加
茂
市
が
放
射
能
の
影
響
を
研

究
す
る
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
が
、
下

呂
市
で
も
設
置
を

◆
総
務
部
長

　

専
門
的
な
領
域
で
あ
る
た
め
、
市
単

独
で
研
究
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
す
。

　

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
小
水
力
・

太
陽
光
・
木
質
バ
イ
オ
な
ど
）
の
導
入

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
研
究
・
検

討
チ
ー
ム
の
設
置
を

◆
経
営
管
理
部
長

　

市
民
や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
普

及
・
導
入
を
推
進
す
る
組
織
づ
く
り
は

必
要
で
す
。
将
来
的
に
、
下
呂
市
の
推

進
体
制
に
つ
い
て
、
民
間
と
検
討
し
ま

す
。

　

広
大
な
下
呂
市
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で

先
祖
代
々
家
を
守
り
、
地
域
を
守
り
、

地
域
発
展
の
た
め
に
努
力
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
振
興
策
に
つ
い
て

①
地
域
間
に
不
公
平
感
の
な
い
施
策
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
具
体
的
な

振
興
策
は

◆
副
市
長

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
不
公
平
感

の
無
い
施
策
を
進
め
る
の
は
難
し
い
で

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
地
域
を

ど
う
し
て
行
く
の
か
を
考
え
、
行
政
と

協
力
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
中
心
部
で
の

施
策
に
不
公
平
感
が
あ
る
が
、
地
域
で

も
資
源
を
活
用
し
地
域
振
興
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
市
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

②
道
幅
も
狭
い
山
間
地
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は

◆
建
設
部
長

　

道
路
は
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら

山
間
部
で
も
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
十
分
整
備

が
出
来
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
構
想
は
、

      　
　

 

全
市
・
全
市
民
の
合
意
で　

　

一
旦
、
旧
下
呂
館
跡
地
を
含
む
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
構
想
は
白
紙
と
し
て
、
そ
の

う
え
で
全
市
・
全
市
民
の
合
意
の
も
と

に
、
新
し
い
下
呂
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

下
呂
館
跡
地
の
利
用
計
画
の
例
と
し

て
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
構
想
」
を
お
話
し

し
ま
し
た
。
当
該
用
地
取
得
＝
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
構
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用

計
画
は
、
現
段
階
で
は
白
紙
の
状
態
で

す
。
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
月
の
選
挙
に
つ
い
て

投
票
所
再
編
の
検
証
を
ど
う
行
う
の
か

　

４
月
の
選
挙
で
投
票
所
が
27
か
所
へ

大
幅
削
減
で
実
施
さ
れ
た
。
有
権
者
が

投
票
し
や
す
い
こ
と
が
一
番
大
切
。
投

票
所
再
編
の
検
証
に
つ
い
て
考
え
を
問

う
。

◆
選
挙
管
理
委
員
長

　

市
民
に
選
挙
結
果
を
提
供
し
な
が
ら
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市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
！

振
興
事
務
所
の
課
題
に
つ
い
て

今 井 政 良 議 員

２　番

中 野 憲 太 郎 議 員

14　番

◆
経
営
管
理
部
長

　

下
呂
温
泉
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
事

業
提
案
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
と
協
力

し
て
事
業
実
施
す
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

金
山
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
白
紙
で
す
。

障
が
い
者
の
自
立
策
及
び
雇
用
状
況
は

◆
福
祉
部
長

　

就
労
支
援
施
設
の
利
用
者
が
一
般
就

労
に
移
行
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
市
内
支
援
学
校
の
卒
業
生

６
名
の
う
ち
３
名
が
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
策
に
つ
い
て

①
消
防
団
員
の
現
状
と
団
員
活
動
の
し

や
す
い
環
境
整
備
は

◆
消
防
長

　

団
員
数
は
条
例
を
下
回
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
災
害
支
援
団
員
に
よ
り

補
強
体
制
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
状
況
、
災

害
時
の
食
料
の
備
蓄
状
況
は

◆
建
設
部
長

　

土
石
流
危
険
箇
所
が
４
４
７
箇
所
、

急
傾
斜
地
が
５
９
８
箇
所
あ
り
ま
す
。

小
坂
地
域
で
は
警
戒
区
域
の
指
定
が
終

わ
り
、
順
次
市
内
で
指
定
を
し
て
い
き

ま
す
。

◆
総
務
部
長

　

５
月
現
在
、
非
常
食
２
８
，
２
２
５

食
、
毛
布
１
，
８
４
１
枚
、
簡
易
ト
イ

レ
１
３
４
基
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

瀬
22
ヶ
所
の
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
栓
の
増
設
は
、
本
年
度
、
萩
原

で
２
基
、
小
坂
で
１
基
、
金
山
で
１
基

の
増
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③
医
療
・
福
祉
分
野
の
相
談
対
応
は

◆
各
振
興
事
務
所
長

　

萩
原
・
金
山
地
域
で
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
た
め
そ
ち
ら
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
極
力
窓
口
で
対

応
し
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
担
当

部
署
の
職
員
に
訪
問
し
て
も
ら
う
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

④
今
後
の
振
興
事
務
所
の
取
り
組
み
は

◆
各
振
興
事
務
所
長

　

各
地
域
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
を
目
指
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
「
地
域
力
の
強
化
」
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

★
特
筆
事
項
★

【
小
坂
】
旧
湯
屋
小
学
校
の
活
用
に
つ
い

て
、
地
元
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

【
金
山
】
「
金
山
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
住
民
主
導
で
実
施
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
提
案
さ
れ
る
事
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

【
馬
瀬
】
本
年
度
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
資
格
再
審
査
が
あ
り
、
地

域
一
体
と
な
り
、
馬
瀬
の
地
域
づ
く
り
、

夢
お
こ
し
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

上
原
・
中
原
出
張
所
に
つ
い
て

①
委
託
業
務
へ
経
緯
と
現
状
の
対
応
は

◆
市
民
部
長

　

両
地
区
へ
説
明
し
て
、
週
２
営
業
の

出
張
所
よ
り
、
毎
日
利
用
で
き
る
方
が

良
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
郵
便
局

へ
の
業
務
委
託
を
進
め
ま
し
た
。

②
建
物
の
利
用
状
況
と
今
後
の
方
針
は

◆
市
民
部
長

　

選
挙
を
は
じ
め
、
福
祉
医
療
受
給
者

証
の
更
新
な
ど
に
利
用
し
て
ま
す
。
こ

の
ま
ま
業
務
委
託
の
体
制
を
続
け
ま
す
。

市
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

　

遊
休
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
現
状

は
？
ま
た
旧
下
呂
町
地
内
に
広
場
的
な

公
園
計
画
は
な
い
の
か
。

◆
総
務
部
長

　

今
ま
で
も
財
産
の
売
却
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
順
次
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
公
園
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
呂
温
泉
病
院
、
金
山
病
院
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

　

振
興
事
務
所
は
市
民
に
と
っ
て
町
村

役
場
と
い
う
立
場
で
身
近
な
行
政
相
談

窓
口
と
し
て
気
軽
に
き
て
相
談
、
要
望
、

苦
情
な
ど
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
。
ま

た
災
害
時
に
お
い
て
も
消
防
団
や
自
治

会
と
の
連
携
が
あ
り
迅
速
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
市
民
生
活
に
密
着
し
て
い

る
窓
口
で
あ
る
。
し
か
し
振
興
事
務
所

の
規
模
、
機
能
、
職
員
は
年
々
減
少
し

て
い
く
事
は
市
民
に
と
っ
て
は
「
寂
し

く
な
っ
た
」
と
い
う
感
情
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
５
つ
の
振
興
事
務
所
の
課
題
に

つ
い
て

①
修
繕
要
望
に
つ
い
て
の
対
応
は

◆
各
振
興
事
務
所
長

　

萩
原
で
２
７
８
件
、
小
坂
で
77
件
、

下
呂
で
３
０
０
件
、
金
山
で
19
件
、
馬
瀬

で
43
件
の
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
危

険
性
な
ど
を
考
慮
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
の
避
難
所
と
消
火
栓
の
増
設

計
画
は

◆
各
振
興
事
務
所
長

　

萩
原
で
62
ヶ
所
、
小
坂
で
52
ヶ
所
、

下
呂
で
52
ヶ
所
、
金
山
に
24
ヶ
所
、
馬


